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牛久シャトー（牛久市）
　牛久シャトーは、1903 年に
日本初の本格的ワイン醸造場と
して開設され、令和２年に日本
遺産に認定されました。その歴
史や、ビール醸造など新たな取
り組みについて伺いました。

茨城県立図書館（水戸市）
　昨年７月、１階にカフェを設
置して、「静かで本を借りるた
めの場所」というイメージを一
新し、学びや交流など多様な活
動拠点として魅力向上に取り組
む県立図書館を視察しました。

東海村役場（東海村）
　東海村は、（株）日立システム
ズとＤＸを共同で推進する連携
協定を締結し、業務量削減に貢
献するＤＸ関連の共同開発を
行っており、その取り組みなど
について意見交換を行いました。

株式会社ワープスペース、つくば市
スタートアップ推進室（つくば市）
　筑波大学発で、人工衛星向け
通信サービスなどを行い、新た
なビジネスモデルで急成長を目
指す株式会社ワープスペースな
どの取り組みを視察しました。

筑波メディカルセンター病院（つくば市）
　地域の中核病院として新型コ
ロナウイルス感染症に対応中で
あり、東日本大震災などでも、
非常事態における医療提供活動
の拠点となった筑波メディカル
センター病院を視察しました。

筑波山縁むすび（つくば市）
　常陸小田米を使用したおにぎ
り、米を使ったスイーツや焼酎
の販売など、「筑波山縁むすび」
による６次産業化の取り組みな
どを視察しました。

笠間市「道の駅」整備事業
（笠間市）
　昨年９月に笠間市内の国道
355号沿線に整備され、鉄道な
どと連携した交通結節点や防災
拠点などとして期待される「道
の駅かさま」を視察しました。

県立太田第一高等学校（常陸太田
市）、県立水戸第三高等学校（水戸市）

県立高校入学者選抜学力検査
等の採点誤りが多数発生したこ
とを受けて、高校の先生方の声
を聞き、採点業務の課題などに
ついて意見交換を行いました。

いばらきフラワーパーク、花やさと山（石岡市）
（一財）石岡市産業文化事業団

と（株）パーク・コーポレーショ
ンの共同事業体を指定管理者と
してリニューアルオープンした
フラワーパーク、隣接する花や
さと山を視察しました。

不適正残土対策等について
（阿見町）

県および市町村の条例で規制
されている土砂などが無許可埋
め立てされた現場を視察し、今
後の対応などについて、質疑・
意見交換を行いました。

社会福祉法人茨城補成会（茨城町）
　児童養護施設や福祉型障害児
入所施設、障害者支援施設の運
営、就労移行支援事業などを展
開し、児童や障害者などの支援
に取り組む社会福祉法人茨城補
成会の各施設を視察しました。

ことば ※3【DX（デジタルトランスフォーメーション）】…デジタル技術やデータの活用などが、さまざまな社会領域に浸透することで、社会生活をより良い方向に変化させること。自治体業務についても、ＤＸを推進
することで、業務の効率化、新たな住民サービスの向上などにつなげていくことが求められている。
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項　目 概　要

改正理由など
・平成20年度に導入した森林湖沼環境税は、今年度末で課

税期間が満了
・引き続き、森林や湖沼・河川の環境保全に資する施策を推

進するため、課税期間延長を提案

背景・必要性

・これまで森林や湖沼・河川の環境保全に資する事業を実施
した結果、一定の効果が上がっている。

・一方、適切な森林整備と森林資源の循環利用を進めるため
集約化を加速することや、霞ヶ浦の水質を悪化させないよ
う水質浄化効果が高い事業に重点化し、引き続き施策の推
進が必要

内　　　容 ・税率の特例期間を令和８年度まで５年間延長

効果・影響
・税の活用により、森林や湖沼・河川の環境保全に資する事

業を引き続き推進することで、これらの自然環境の公益的
機能をより発揮できる状態としていくことが期待できる。

那珂川緊急治水対策プロジェクト / 一級河
川藤井川　危機管理型ハード対策（水戸市）
　令和元年東日本台風の被害を
受けて取りまとめた「那珂川緊
急治水対策プロジェクト」のう
ち、藤井川における堤防機能の
強化工事を視察しました。

ことば ※ 1【連合審査会】…事件の付託を受けた委員会が、他の関連する委員会と合同で審査し、又は調査するために開く会議。
※ 2【木育】…幼少期から、自然な形で木とふれあい、日常生活の中で使っていく体験などを通して、人と木や森林との関わりや木材利用の意義を身に付けていく教育活動のこと。

営業戦略農林水産委員会（鈴木将委員長）

閉会中の委員会活動（県内現地調査と主な視察先）

　土木企業立地推進委員会（加藤明良委員長）　

　文教警察委員会（田口伸一委員長）　

　総務企画委員会（戸井田和之委員長）　

【重点審査テーマ】デジタルトランスフォーメーション（DX）※3の推進に向けた取り組み

【重点審査テーマ】コロナ禍における中小企業への支援とポストコロナを見据えた取り組み

【重点審査テーマ】非常事態を想定した保健・医療・福祉の支援体制について

【重点審査テーマ】アフターコロナを見据えた本県の観光振興

【重点審査テーマ】災害から住民生活を守るインフラのあり方

【重点審査テーマ】学びの変革

　防災環境産業委員会（星田弘司委員長）　

保健福祉医療委員会（岡田拓也委員長）
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